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訳
者
解
題　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
シ
カ
ゴ
社
会
学
を
み
る 

　
　
　
　
　
　

―
―
環ト
ラ
ン
ス
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク

大
西
洋
的
で
分ト
ラ
ン
ス
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

野
越
境
的
な
方
法
論
研
究

　

本
書
は
、M

artyn H
am

m
ersley, T

he D
ilem

m
a of Q

ualitative M
ethod: H

erbert Blum
er and the Chi-

cago T
radition, Routledge, 1989

の
全
訳
で
あ
る
。
主
タ
イ
ト
ル
を
直
訳
す
る
と
『
質
的
方
法
の
ジ
レ
ン
マ
』
だ

が
、
悩
ん
だ
末
に
『
質
的
社
会
調
査
の
ジ
レ
ン
マ
』
と
し
た
。
本
書
の
内
容
を
振
り
返
る
と
、
純
粋
に
方
法
論
の
議
論

だ
け
と
い
う
よ
り
、
具
体
的
な
社
会
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
の
話
も
そ
れ
な
り
に
紙
幅
が
割
か
れ
て
い
る
上
に
、「
ジ

レ
ン
マ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
だ
け
で
、
結
果
的
に
「
方
法
に
関
す
る
話
で
あ
る
」
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
読
み
取
り
う

る
と
思
わ
れ
た
か
ら
だ
。

　

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ハ
マ
ー
ズ
リ
ー
は
、
一
九
四
九
年
生
ま
れ
の
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
ス
ク
ー
ル

オ
ブ
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
で
社
会
学
を
学
び
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
大
学
院
でPhD

を
取
得
し
た
。
一
九
七
五
年
か
ら

オ
ー
プ
ン
大
学
に
勤
め
始
め
、
二
〇
一
五
年
に
退
職
。
現
在
は
同
大
学
の
名
誉
教
授
。
ミ
ル
ト
ン
・
ケ
イ
ン
ズ
に
あ
る

オ
ー
プ
ン
大
学
は
、
労
働
党
政
権
下
で
一
九
六
九
年
に
設
立
さ
れ
た
通
信
制
の
公
立
大
学
で
、
世
界
中
か
ら
受
講
で
き

る
。
学
生
の
大
半
が
働
き
な
が
ら
受
講
し
て
い
る
よ
う
で
、
彼
の
専
門
的
な
が
ら
親
し
み
や
す
い
語
り
口
や
、
教
科
書
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や
一
般
書
を
精
力
的
に
執
筆
し
て
い
る
姿
勢
は
、
こ
う
し
た
教
育
環
境
か
ら
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

彼
は
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
事
例
研
究
、
社
会
科
学
の
方
法
論
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
書
や
概
説
書
を
精
力
的
に
執

筆
し
て
い
る
。
哲
学
の
造
詣
も
深
い
。
先
に
「
社
会
学
者
」
と
書
い
た
が
、
あ
え
て
言
え
ば
そ
う
な
る
と
い
う
だ
け
で
、

彼
は
教
育
学
者
で
あ
り
、
公
共
政
策
学
者
で
あ
り
、
そ
し
て
哲
学
者
で
も
あ
る
と
言
い
た
く
な
る
幅
が
あ
る
。
彼
一
人

が
既
に
学
際
的
で
あ
り
、
特
定
の
名
前
で
彼
を
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に
は
常
に
無
理
が
生
じ
る
。

　

論
文
も
含
め
る
と
数
限
り
な
い
刊
行
物
が
あ
る
た
め
、
一
部
の
著
作
の
み
以
下
に
掲
げ
る
。

T
roubling Sociological Concepts: A

n Interrogation, Palgrave M
acm

illan, 2020
E

thnography: Principles in Practice, fourth edition, Routledge, 2019 

（
ポ
ー
ル
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
と
の

共
著
）

T
he Concept of Culture: A

 H
istory and R

eappraisal, Palgrave Pivot, 2019
T

he Lim
its of Social Science, SA

GE, 2014
T

he M
yth of R

esearch-Based Policy and Practice, SA
GE, 2013

W
hat is Q

ualitative R
esearch?, Bloom

sbury U
SA

 A
cadem

ic, 2012
E

thics in Q
ualitative R

esearch: Controversies and Contexts, SA
GE, 2012

T
aking Sides in Social R

esearch: E
ssays on Partisanship and Bias, Routledge, 1999

T
he Politics of Social R

esearch, SA
GE, 1995

Classroom
 E

thnography: E
m

pirical and M
ethodological E

ssays, Routledge, 1990
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い
ず
れ
も
、
本
書
で
論
じ
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
継
続
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
し
て
読
め
る
。
ハ
マ
ー
ズ
リ
ー
の
著
作
を

熟
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
印
象
論
に
は
な
る
が
、
彼
は
、
論
争
を
歴
史
的
背
景
か
ら
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
に
長

け
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
理
論
的
対
立
や
す
れ
違
い
を
整
理
し
、
私
た
ち
が
何
に
照
準
を
合
わ
せ
る
べ
き
か
を
明
示

す
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
き
た
。
特
に
方
法
論
や
用
語
定
義
な
ど
、
解
決
や
解
消
が
容
易
に
は
な
し
え
な
い
困
難
な
論

点
に
お
い
て
、
そ
の
手
腕
は
発
揮
さ
れ
る
。
そ
の
雰
囲
気
は
本
書
に
も
色
濃
く
表
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

方
法
論
に
関
す
る
研
究
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
彼
の
読
者
は
社
会
学
に
限
定
さ
れ
な
い
。
実
際
、
私
が
ハ
マ
ー

ズ
リ
ー
を
知
っ
た
の
は
、
公
共
政
策
学
者
の
杉
谷
和
哉
さ
ん
（
岩
手
県
立
大
学
講
師
）
と
の
会
話
を
通
じ
て
だ
っ
た

（
政
治
学
者
を
通
じ
て
社
会
学
者
の
文
献
を
知
る
と
い
う
の
は
、
第
一
章
注（
21
）の
指
摘
を
思
え
ば
、
興
味
深
い
も
の
だ
と
言
え

る
）。
二
〇
二
一
年
九
月
末
にGoogle Scholar

で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
彼
の
著
作
の
被
引
用
数
は
お
よ
そ
七
万
四
〇

〇
〇
件
と
相
当
多
く
、
国
際
的
に
、
そ
し
て
分
野
を
超
え
て
著
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
け
れ
ど
も
、
国
内
で
は
、

教
育
学
（「
教
育
実
践
・
政
策
に
対
す
る
教
育
学
研
究
の
関
わ
り
方
」『
三
田
教
育
学
研
究
』
一
七
号
や
「
英
国
に
お
け
る
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
く
教
育
政
策
の
展
開
」『
国
立
教
育
政
策
研
究
所
紀
要
』
一
三
九
集
な
ど
）
や
公
共
政
策
学
（「『
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
政
策
』
に
お
け
る
政
策
過
程
論
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
の
検
討
」『
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
』
二
三
号
な
ど
）、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
や

エ
ビ
デ
ン
シ
ャ
リ
ズ
ム
を
論
じ
る
際
に
多
少
言
及
さ
れ
る
程
度
の
存
在
感
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
回

の
翻
訳
が
、
日
本
語
で
ま
と
も
に
ハ
マ
ー
ズ
リ
ー
が
紹
介
さ
れ
る
初
め
て
の
機
会
だ
と
言
え
る
。
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本
書
の
内
容
と
特
徴
―
―
大
西
洋
を
挟
ん
だ
シ
カ
ゴ
学
派
の
研
究

　

原
書
冒
頭
に
は
、
出
版
社
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
推
薦
文
が
印
字
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
の
た
め
に
示
し
て
お
く
。

社
会
調
査
に
お
け
る
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
価
値
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
歴
史
と
自
然
科
学
的
方

法
の
関
係
に
関
す
る
一
九
世
紀
の
論
争
に
始
ま
っ
て
い
る
。
社
会
学
の
中
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
お
よ
び
一
九
三

〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
、
最
初
に
こ
の
論
争
が
生
じ
た
。「
事
例
研
究
」
の
支
持
者
と
「
統
計
的
」
方
法
の
支
持

者
の
間
の
論
争
で
あ
る
。
事
例
研
究
を
擁
護
し
た
主
要
な
論
客
の
一
人
は
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
者
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・

ブ
ル
ー
マ
ー
で
あ
る
。
方
法
論
に
関
す
る
彼
の
文
章
は
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
著
述
は
こ

う
し
た
初
期
の
論
争
と
、
一
九
六
〇
年
代
お
よ
び
一
九
七
〇
年
代
、
そ
し
て
一
九
八
〇
年
代
の
様
々
な
論
争
と
の

橋
渡
し
を
し
て
く
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
質
的
す
な
わ
ち
「
自
然
主
義
的
」
方
法
論
を
支
持
す
る
ブ
ル
ー
マ
ー

の
主
張
の
中
心
に
は
、
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
が
あ
る
。
彼
の
自
然
主
義
的
方
法
は
、
自
然
科
学
と
同
じ
論
理
を
共
有

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
、
歴
史
に
特
有
の
探
求
や
人
文
諸
学
の
形
式
と
は
異
な
る
も
の
を
表
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
論
点
は
、〔
単
に
ブ
ル
ー
マ
ー
の
議
論
に
限
っ
た
も
の
と
い
う
よ
り
〕
質
的
方
法
に
関
す
る
議

論
の
背
後
に
存
在
し
続
け
、
質
的
研
究
者
が
用
い
る
様
々
な
手
続
き
を
め
ぐ
っ
て
根
本
的
な
問
い
を
提
起
し
て
い

る
。
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『
質
的
社
会
調
査
の
ジ
レ
ン
マ
』
は
、
社
会
調
査
の
方
法
論
と
い
う
重
要
な
領
域
へ
の
刺
激
的
な
ガ
イ
ド
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
著
者
は
、
当
該
論
争
の
歴
史
的
文
脈
を
素
描
す
る
と
と
も
に
、
ブ
ル
ー
マ
ー
の
方
法
論
的

著
作
―
―
彼
の
博
士
論
文
を
含
む
―
―
に
関
し
て
、
詳
細
な
説
明
と
統
計
的
な
分
析
を
提
示
す
る
。
ブ
ル
ー
マ
ー

と
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
伝
統
に
属
す
る
他
の
論
者
た
ち
は
、
質
的
研
究
を
擁
護
す
る
の
に
様
々
な
戦
略
を
用
い
た
。

著
者
は
、
そ
れ
ら
を
批
評
し
評
価
し
て
い
る
の
だ
が
、
質
的
方
法
の
現
状
の
身
分
に
関
す
る
彼
の
結
論
は
物
議
を

醸
す
か
も
し
れ
な
い
。

一
読
す
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
本
書
に
は
人
文
社
会
系
の
多
様
な
人
物
が
登
場
す
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
、
デ
カ

ル
ト
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
カ
ン
ト
、
ト
マ
ス
・
リ
ー
ド
、
ア
イ
ザ
イ
ア
・
バ
ー
リ
ン
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
新
カ
ン
ト
主
義
、
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
初
期
シ
カ
ゴ
学
派
、
カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
や
ヘ
ン
ペ
ル
な
ど
の
科
学
哲
学
、
グ
ラ
ウ
ン
デ
ッ
ド
セ
オ

リ
ー
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
レ
イ
の
歴
史
哲
学
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
ッ
カ
ー
、
ノ
ー
マ
ン
・
Ｋ
・
デ
ン
ジ
ン
、
ガ
ダ
マ
ー

―
―
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
文
脈
が
あ
る
た
め
、
読
者
は
色
々
な
視
点
か
ら
本
書
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
基
本
的
な
問
題
意
識
は
、
何
度
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
導
入
で
提
示
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
特
に
批
判
的
だ

が
、
こ
こ
で
は
よ
り
落
ち
着
い
た
表
現
で
再
訪
し
て
お
こ
う
。

今
日
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
が
方
法
論
的
問
題
に
十
分
注
意
を
向
け
て
い
る
と
暗
示
す
る
意
図
は
な
い
。
実
の
と

こ
ろ
、
導
入
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
の
本
は
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
が
方
法
論
的
問
題
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い

と
い
う
信
念
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
。（
本
書
第
三
章
注（
12
））
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今
日
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
手
に
取
れ
ば
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
は
、
一
様
に
方
法
論
的
著
作
を

文
献
に
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
大
抵
の
場
合
、
そ
れ
は
一
応
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ア
リ
バ
イ
作
り
め
い
た
形
式

的
配
慮
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
質
的
調
査
や
量
的
調
査
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
り
、
方
法
論
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
ふ
り
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
ハ
マ
ー
ズ
リ
ー
そ
う
考
え
て
い
た
。

　
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ァ
ー
が
方
法
論
的
問
題
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
信
念
」
を
ハ
マ
ー
ズ
リ
ー
が
抱
く
の
は
、

現
代
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
が
、
社
会
調
査
の
方
法
を
語
る
と
き
の
道
具
立
て
や
語
り
方
に
つ
い
て
無
反
省
で
あ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
（
特
に
シ
カ
ゴ
社
会
学
）
を
例
に
、
社

会
調
査
を
め
ぐ
る
方
法
論
的
関
心
や
対
立
の
生
成
と
そ
の
構
図
を
辿
り
直
し
、
社
会
調
査
を
め
ぐ
る
言
葉
遣
い
の
成
り

立
ち
や
編
成
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
に
方
法
論
争
史
を
追
体
験
さ
せ
る
も
の
だ
と
言
え
る
。
観
念
論
と
実

在
論
、
啓
蒙
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
を
含
む
一
九
世
紀
の
思
潮
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
発
達
し

た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
っ
た
「
前
史
」
か
ら
十
分
検
討
を
加
え
た
上
で
、
そ
う
し
た
「
問
題
と
関
心
の
考
古
学
」

が
遂
行
さ
れ
て
い
る
点
が
本
書
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
社
会
調
査
に
お
け
る
量
的
方
法
と
質
的
方
法

の
対
立
そ
し
て
、
統
計
的
方
法
と
事
例
研
究
の
対
立
が
前
景
化
し
、
現
在
の
よ
う
な
議
論
の
構
図
が
形
作
ら
れ
た
の
が

二
〇
世
紀
中
盤
以
降
の
ア
メ
リ
カ
社
会
学
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
ア
メ
リ
カ
社
会
学
」

を
辿
り
直
す
と
い
う
彼
の
問
題
意
識
に
は
、
確
か
に
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

出
版
年
が
若
干
古
い
本
書
を
訳
し
た
動
機
は
、
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
本
書
は
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
前
史
に
十
全
な
記

述
が
充
て
ら
れ
、
そ
の
後
の
理
論
的
検
討
に
そ
こ
で
の
議
論
が
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
。
シ
カ
ゴ
社
会
学
を
扱
っ
た
書
籍

の
大
半
が
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
や
そ
れ
以
前
の
思
想
に
つ
い
て
申
し
訳
程
度
の
言
及
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
類
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書
は
多
く
な
い
。
哲
学
理
解
が
通
説
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
も
の
の
、
相
当
見
通
し
の
よ
い
整
理
を
し
て
い
る
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
単
に
方
法
や
思
想
に
つ
い
て
整
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
誰
が
ど
の
地
域
ど
の
大
学
で
誰
か
ら
何
を
学
ん
だ

か
と
い
っ
た
具
体
的
な
制
度
や
影
響
関
係
、
つ
ま
り
、
知
識
人
の
系
譜
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
の
検
討
や
記
述
が
多
少

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
単
な
る
学
説
史
を
想
定
し
て
読
み
始
め
た
読
者
を
裏
切
る
美
点
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
伝
統
に
直
接
属
さ
な
い
人
物
が
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
に
つ
い
て
書
い
た
、
非
ア
メ
リ
カ
地

域
の
研
究
書
で
あ
る
こ
と
。
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
研
究
の
多
く
は
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
で
な
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
シ
ン
ボ

リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
や
シ
カ
ゴ
学
派
の
系
譜
を
直
接
継
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
に
よ
っ
て
本

書
は
書
か
れ
て
い
る
。
直
接
の
関
係
性
や
利
害
関
心
の
な
い
人
物
の
手
に
よ
る
研
究
と
い
う
の
は
貴
重
だ
。
こ
れ
ら
の

利
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
マ
ー
ズ
リ
ー
は
日
本
国
内
で
ほ
と
ん
ど
注
目
を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
。
彼
の
著
作
が
紹
介

で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。




